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3 モンゴルの牧畜業 

3.1 概況12  

3.1.1 家畜頭数と内訳 

モンゴルの牧畜業は、食肉や乳製品といったモンゴル人にとって不可欠な食料を提供す

るだけでなく、カシミヤや食肉等の重要な輸出品目を生み出してきており、農林水産業最

大のサブセクターである。 

牧畜業は伝統的な遊牧と近代的な定住型の牧畜業に分けられるが、牧畜生産の大部分が

遊牧によるものである。ほとんどの遊牧世帯は 5 畜と称される羊、ヤギ、牛、馬、ラクダ

の 5 種類を併飼し、年に 4~5 回移動する。遊牧民はこれら家畜の生産物である肉や乳製品

を自家消費する他、羊を中心とする肉用の家畜やカシミヤ、羊毛、ラクダ・馬の毛、皮革

等を販売して現金収入を得ている。一方、後述する通り、ウランバートル市近郊では主に

都市住民への畜産物の供給を目的として、小規模な牧場経営が行われている。 

2009 年末時点での家畜の総頭数は 4,400 万頭で、その内訳はヤギ 1,965 万頭、羊 1,927

万頭、牛 260 万頭、馬 222 万頭、ラクダ 28 万頭である。5 畜の総頭数は、市場経済化に

伴う都市部失業者の遊牧民化やカシミヤ価格の値上がりを背景としたヤギの急増により大

幅に増加している。市場経済化以前は平均 2,290 万頭であった家畜の頭数は、1999 年から

2002 年にかけておきたゾド（雪害）13の影響で一時期減尐しているものの、2004 年から

2009年には平均3,680万頭となっており、体制変革前と比して1,400万頭近く増えている。

2010 年の家畜統計はまだ発表されていないが、2009 年の冬から 2010 年の春にかけて発

生したゾドの影響により、約 1,000 万頭の家畜が死亡しており、総頭数は大幅に減尐する

見込みである。 

 

                                                      

12 1) 国際農林業協力協会 (2002)「モンゴルの農牧業」 

2) 新井・デルゲルジャルガル（2003）「モンゴルにおける遊牧の経済的性格－牧民家族の再生産及び消費

構造を中心に－」『農村研究』96 号 

3) トウシンバット・新沼（2008）「市場経済移行に伴うモンゴル農業経営の変化－都市近郊における酪農

経営を事例として－」『農村研究』106 号 
13 冬・春に草地に雪が積もり／溶けた雪・雨が凍り、放牧家畜が十分な草や水を摂取できずに大量に餓

死する現象のことを言う。放牧を不可能にする地表面の状態を指すこともある。特に春に生まれたばかり

の体力がない家畜が犠牲になり易い。1999～2002 年の冬に 3 年連続でモンゴルを襲ったゾドでは全体で

1,100 万頭の家畜が死亡し、大きな被害をもたらした。 
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図 9 モンゴルの家畜頭数の推移 

 

出所：FAOSTAT、NSO「モンゴル農牧業統計 2009」を元に作成 

 

表 7 5畜の平均頭数・構成割合の推移 

単位：千頭、パーセント 

  
1926-1992 

平均 

割合 

（％） 

1993-2003 

平均 

割合 

（％） 

2004-2009  

平均 

割合 

（％） 

合計 22,940  100 28,477  100 36,801  100 

ラクダ 648  2.8 331  1.2 261  0.7 

馬 2,147  9.3 2,540  8.9 2,133  5.8 

牛 2,197  9.6 2,958  10.4 2,250  6.1 

羊 13,392  58.1 13,282  46.6 15,669  42.6 

ヤギ 4,557  19.9 9,365  32.9 16,488  44.8 

 

出所：NSO「モンゴル農牧業統計 2009」 

 

ヤギの頭数は体制変革以前の平均 456 万頭から 2009 年には 1,965 万頭と 4 倍以上に増

えており、家畜の増加は主にヤギの頭数の増加によるものである。ヤギはカシミヤ以外に

も皮や肉、ミルクも現金収入となるため牧民にとってインセンティブとなっている。 

羊については体制変革以前の平均約 1,340 万頭から 2000 年には 1,500 万頭を超えるま

でになったが、2003 年には 1,000 万頭近くまで減尐した。その後大幅に頭数を増やし、

2009 年には 1,900 万頭に達している。羊はモンゴル人の主食である羊肉を提供する他、フ

ェルトや絨毯の材料となる羊毛を生み出す点で欠かせない家畜である。 
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牛は体制変革以前の平均 220 万頭から 2000 年には 380 万頭まで増えたが、ゾドの影響

により 2004 年には 179 万頭まで減尐し、その後 2009 年には 260 万頭まで回復している。

牛の頭数はヤギや羊に比べて尐ないが、牛肉はモンゴルの主要な農産物輸出品であり、牧

場で飼育されている乳牛はウランバートル市を中心とした乳製品需要を賄っている。 

馬は体制変革以前は平均 210 万頭程度であったが、市場経済化後徐々に増加し、2000

年には過去最高の 316 万頭まで増えた。2000 年からのゾドの影響により減尐し、2003 年

には 200 万頭を下回ったが、2009 年には 222 万頭に回復している。また、ラクダは伝統

的な移動手段を提供してきたが、車の普及に伴い飼養頭数が市場経済化以前の約 65 万頭

から、2009 年には 27 万頭まで減尐している。 

家畜頭数の増加やその構成比の変化は牧草地の荒廃や砂地の増加等の環境問題を引き起

こすだけでなく、家畜の健康状態にも影響を及ぼしている。モンゴルの自然草地で飼養で

きる家畜の頭数は、羊の飼料必要量を基準にして、羊に換算すると 6,200 万頭とされてい

る。14 2009 年の家畜総頭数は 4,400 万頭を羊に換算すると 6,950 万頭となり、飼養可能

頭数を超える数の家畜が飼養されていることになる。また、ヤギの急増により 5 畜の構成

バランスが大きく崩れ、ヤギは牧草を根こそぎ食べてしまうため、過放牧による牧草の種

類の減尐、家畜の平均体重の減尐等の問題をもたらしている。15 

こうした家畜数の増加や牧草地の荒廃といった問題にはモンゴル政府としても懸念を有

しており、牧草地の使用について使用料を徴収する等の対策は検討されているものの、家

畜はあくまで個人所有のため具体的な対策は採られていないのが現状である。また、モン

ゴルでは牧畜民組合が政治的な力を握っており、施策の実施にはこうした団体の理解を得

る必要がある。 

3.1.2 地域別差異 

家畜は草生量が豊かな森林草原地帯が広がるハンガイ地域のアルハンガイ県、ウブルハ

ンガイ県、フブスグル県や、中部地域のトゥブ県で多く、都市部の市場へのアクセスのし

やすさを背景として特にハンガイ地域と中部地域で頭数の増加が見られる。ハンガイ地域

では全国の羊の 38％、ヤギの 37%、牛の 47％、馬の 40%が飼育されており、羊やヤギと

比べて水が多く必要な牛や馬の飼育が集中している。一方、西部地域は比較的乾燥に強く

草原と砂漠に適した羊やヤギが多いのが特徴である。後述する通り、2010 年に口蹄疫が発

                                                      

14 吉田（2009）「モンゴル国の遊牧」『早稲田アジアレビュー』。モンゴル農牧業統計（2009）によれば、

羊の頭数への換算係数は：ラクダ 1 頭－羊 5 頭、馬 1 頭－羊 7 頭、牛 1 頭－羊 6 頭、ヤギ 1 頭－羊 0.9

頭である。 
15同上 
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生したドルノド県、ヘンティー県、スフバートル県等の東部地域は家畜の頭数は比較的尐

ない地域である。 

表 8 地域別家畜頭数 

単位：千頭、% 

  2006 2007 2008 2009 割合 
06-09 

成長率 

合計 34,803  40,264  43,289  44,024    8%  

西部地域 10,915  12,302  12,158  10,888  25% 0% 

 バヤン・ウルギー 1,470  1,597  1,530  1,301    

 ゴビ・アルタイ 2,199  2,487  2,506  2,172    

 ザブハン 2,551  3,000  3,136  2,828    

 ウブス 2,401  2,654  2,499  2,319    

 ホブド 2,294  2,564  2,487  2,268    

ハンガイ地域 11,853  14,031  15,971  16,716  38% 12% 

 アルハンガイ 2,531  2,913  3,379  3,619    

 バヤンホンゴル 1,878  2,285  2,644  2,685    

 ブルガン 1,673  2,008  2,414  2,612    

 オルホン 174  210  269  256    

 ウブルハンガイ 2,623  3,190  3,450  3,620    

 フブスグル 2,974  3,425  3,816  3,924    

中部地域 7,071  8,400  9,620  10,527  24% 14% 

 ゴビスンベル 170  189  171  169    

 ダルハン 180  230  345  362    

 ドルノゴビ 712  815  933  1,077    

 ドンダゴビ 1,905  2,110  2,041  2,147    

 ウムヌゴビ 1,156  1,400  1,685  1,755    

 セレンゲ 774  1,030  1,442  1,553    

 トゥブ 2,173  2,627  3,003  3,464    

東部 4,642  5,200  5,156  5,492  12% 6% 

 ドルノド 1,113  1,307  1,476  1,451    

 スフバートル 1,634  1,709  1,543  1,790    

 ヘンティ 1,895  2,183  2,137  2,251    

ウランバートル 322  331  385  401  1% 8% 

出所：NSO「モンゴル農牧業統計 2009」 

3.1.3 遊牧民数 

家畜の頭数が増加する一方、都市部への移住者の増加を背景として、遊牧民の数は僅か

ではあるが減尐傾向にある。2009 年の遊牧民の数は全人口の約 13%に当たる 35 万人で、

家畜が多いハンガイ地域で最も多い。中部地域では家畜頭数に比して遊牧人口は尐なく、

都市部周辺を中心として定住型の牧畜や畜産業の大規模化が進んでいることが伺える。 
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表 9 モンゴルにおける遊牧民数 

単位：人、% 

  2006 2007 2008 2009 割合 
06-09 

成長率 

合計 364,350  366,199  360,255  349,303     -1% 

西部地域 108,815  108,704  105,094  100,364  29% -3% 

バヤン・ウルギー 23,071  23,682  22,886  21,141  
  

ゴビ・アルタイ 19,113  17,945  17,207  16,359  
  

ザブハン 23,417  23,737  22,586  21,696  
  

ウブス 21,222  21,902  20,640  19,606  
  

ホブド 21,992  21,438  21,775  21,562  
  

ハンガイ地域 143,844  146,164  145,666  141,644  41% -1% 

アルハンガイ 32,293  32,892  34,563  31,256  
  

バヤンホンゴル 24,254  24,251  23,969  23,681  
  

ブルガン 13,489  15,123  14,528  15,521  
  

オルホン 1,683  1,917  2,328  2,087  
  

ウブルハンガイ 35,041  33,587  33,985  32,847  
  

フブスグル 37,084  38,394  36,293  36,252  
  

中部地域 63,063  64,289  64,012  63,933  18% 0% 

ゴビスンベル 1,228  974  922  788  
  

ダルハン 2,016  2,244  2,521  2,784  
  

ドルノゴビ 7,330  7,239  6,914  6,774  
  

ドンダゴビ 16,487  15,910  15,315  14,535  
  

ウムヌゴビ 12,053  12,261  11,926  11,612  
  

セレンゲ 7,023  6,731  7,552  9,123  
  

トゥブ 16,926  18,930  18,862  18,317  
  

東部地域 42,510  40,632  39,387  38,003  11% -4% 

ドルノド 9,793  9,097  9,187  8,499  
  

スフバートル 18,342  17,012  15,737  15,973  
  

ヘンティー 14,375  14,523  14,463  13,531  
  

ウランバートル 6,118  6,410  6,096  5,359      

出所：NSO “Mongolia Statistical Yearbook 2009”を元に作成 

 

モンゴルでは家畜を 200頭以上所有すれば多尐は余裕のある経営が可能とされているが

16、2009 年の遊牧世帯 23 万戸のうち 200 頭以上の世帯は 32％で、この割合は 2000 年の

14％から増加している。 

  

                                                      

16 新井・デルゲルジャルガル（2003）「モンゴルにおける遊牧の経済的性格－牧民家族の再生産及び消費

構造を中心に－」『農村研究』96 号 
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表 10 家畜頭数別世帯数・割合 

 

家畜頭数 2000 割合 2009 割合 

合計 268,732  100% 226,649  100% 

10頭未満 31,361  11.7% 17,344  7.7% 

11-30頭 40,436  15.0% 23,757  10.5% 

31-50頭 35,041  13.0% 20,541  9.1% 

51-100頭 63,096  23.5% 37,080  16.4% 

101-200頭 59,821  22.3% 54,828  24.2% 

201-500頭 33,408  12.4% 54,865  24.2% 

501-999頭 4,591  1.7% 14,124  6.2% 

1000-1499頭 893  0.3% 3,508  1.5% 

1500-2000頭 48  0.0% 403  0.2% 

2001頭以上 37  0.0% 199  0.1% 

出所：NSO “Mongolia Statistical Yearbook 2003,2009”を元に作成 

3.1.4 集約的畜産 

近年、人口が増加する都市部を中心に食生活が多様化し、豚肉や鶏肉等伝統的な食肉や

乳製品以外の食品への需要が高まっていることを背景に、酪農、養豚、養鶏などの集約的

畜産経営が増加している。牧場の多くがウランバートル市を含む中部地域に集中しており、

牧場数は 2006 年の 599 ヵ所から 2009 年には 1,045 ヵ所まで増えている。特に乳牛を飼

育する牧場の割合が多いが、肉牛牧場や羊肉、羊毛牧場も 2008 年から 2009 年にかけて増

加している。 

モンゴル政府は 2015 年を目標年とした「生産性の高い牧畜を発展させるプログラム」

の実施により集約的牧畜を促進しており、集約的牧畜の従事者に対する土地制度、税制の

優遇、モデル農場の設置、専門家の養成や家畜医療機関の整備を進めることとしており、

今後も増加することが見込まれる。 
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表 11 集約的畜産を行う牧場数の推移 

 

出所：NSO「モンゴル農牧業統計 2009」 

 

表 12 モンゴルにおける牧場数・規模（2009） 

  乳牛  肉牛 肉、羊毛羊 

  牧場数 牛頭数 
牧場あたり

家畜頭数 
牧場数 牛頭数 

牧場あたり

家畜頭数 
牧場数 牛頭数 

牧場あたり

家畜頭数 

合計 523  19,298  37  94  10,992  117  107  89,183  833  

西部地域 31  411  13  2  138  69  40  22,404  560  

ハンガイ地域 49  863  18  23  965  42  18  9,585  533  

中央地域 282  11,283  40  53  5,462  103  16  8,302  519  

東部地域 43  2,032  320  16  4,427  277  33  48,892  1,482  

ウランバートル 118  4,709  40  - - - - - - 

出所：NSO「モンゴル農牧業統計 2009」 

 

0

200

400

600

800

1000

1200

2006 2007 2008 2009

養蜂場

養鶏場

養豚場

羊肉、羊毛牧場

肉牛牧場

乳牛牧場

  豚 鶏 養蜂 

養豚

場数 
豚頭数 

養豚場 

あたり 

豚頭数 

養鶏場

数 

飼養 

羽数 

養鶏場 

あたり 

飼養羽数 

養蜂場 蜂族数 

養蜂場 

あたり 

蜂族数 

合計  135 19,959 148 106 396,551 3,741 58 2,208 38 

西部地域 8 108 14 10 2,182 218 4 95 24 

ハンガイ地域 36 1,618 45 16 9,949 622 10 116 12 

中央地域 40 4,728 118 30 110,263 3,675 39 1,770 45 

東部地域 13 1,173 35 7 1,926 275 4 170 43 

ウランバートル 38 12,332 325 43 272,231 6,331 1 57 57 
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3.2 家畜疾病の蔓延状況とその対策 

3.2.1 家畜疾病の発生状況 

モンゴルでは市場経済化以前は家畜伝染病に対して比較的清浄な状態が保たれていたが、

1990 年以降獣医療サービスが有料化されるなど、防疫体制が弱体化し、家畜衛生状況が悪

化している。主な疾病は口蹄疫、炭疽、ブルセラ症、結核、気腫症、大腸菌症、エンテロ

トキセミア、出血性敗血症、寄生虫感染症等の感染症である。 

口蹄疫は 1974 年を最後に 1999 年までは報告されていなかったが、2000 年、2001 年、

2002 年、2004 年、2005 年、2006 年と 2010 年に発生が報告されている17。発生地域は東

部・中部に集中しており、西部地域では 2001 年に発生したのみで、これ以降は発生して

いない。モンゴル政府は西部 7 県（バヤン・ウルギー県、ウブス県、ホブド県、ザブハン

県、ゴビ・アルタイ県、フブスグル県、バヤンホンゴル県）について、国際獣疫事務所（World 

Organization for Animal Health-OIE）に清浄地域認定を申請しており、既に OIE による

検査も完了していたが、2010 年に新たに発生した口蹄疫の影響により、認定の目処は立っ

ていない。 

2010 年 4 月に東部ドルノド県で発生した口蹄疫はその後スフバートル県、ヘンティ県、

ドルノゴビ県、ゴビスンベル県、トゥブ県を含む東部全域に広がり、被害が拡大した。2010

年 12 月までに 2 万 6 千頭の家畜が処分され、690 万頭がワクチン接種を受けている。原

因はよく分かっていないが、東部に多く生息する野性のガゼル（ウシ科に属する動物）に

口蹄疫の症状が確認されており、これが原因と推測されている。また、中国やロシアから

の感染ルートも疑われており、東部には中国やロシアとの交易都市も多く、人や家畜の行

き来により感染が広がったという見方もある。 

発生後、発生地域からウランバートル市への肉の持込は禁止されている。またこの影響

で本来であれば 8 月頃から食肉用に家畜のと畜を開始し、秋から冬にかけてロシアに輸出

しているが、ロシアへの食肉輸出がストップしており、経済的な被害も出ている。 

 

                                                      

17 中央獣医衛生ラボラトリーへのインタビューによれば、口蹄疫の発生は 2000 年、2001 年、2002 年、

2005 年と 2010 年であるが、OIE のデータベースや食料・農牧業・軽工業省の資料によれば、2004 年、

2006 年にも口蹄疫の発生が、ドルノゴビ県、スフバートル県、ドンドゴビ県、ウランバートル市等で確

認されている。 
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表 13 モンゴルにおける口蹄疫の発生状況 

単位：頭 

  発生地域 家畜種類 感染の疑い 感染 処分 ワクチン接種 

2000   牛   906     917,600  

2001   牛   686      

2002   牛   431  435  1,216,495   
  ヤギ  4  4  3,572,776  

  ラクダ    5,963,895  

  羊  46   16,723  

    豚       16723   

2004   牛   408  408    
    羊   828  828    

2005 ドルノド県   231  231   

2010       

4月 ドルノド県 牛 1,224  323  906  47,304  
  ヤギ 1,589   104  94,049  

  ラクダ 29    2,718  

  羊 1,539   296  163,081  

    豚       167  

8月 ドルノド県 牛 2,129  2,129  2,129  120,287  
  ヤギ 1,376  1,376  1,376  360,686  

  ラクダ 6  6  6  6,179  

  羊 3,879  3,879  3,879  637,573  

  豚     556  

 ドルノゴビ県 牛     

- 

19,641  
  ヤギ   243,226  

  ラクダ   5,700  

  羊   281,257  

  豚   15  

 ゴビスンベル県 牛   146  

73  

3,850  

  ヤギ  1,030* 90,560  

  ラクダ   712  

  羊   76,432  

   豚     61  

 ヘンティ県 牛 31,243  191  191  108,415  
  ヤギ    630,912  

  ラクダ    3,640  

  羊    852,403  

  豚    600  

 スフバートル県 牛 4,340  4,340  4,340  139,735  
  ヤギ 3,990  3,990  3,990  843,405  

  ラクダ 4  4  4  10,605  

   羊 8,896  8,896  8,896  1,095,572  

 トゥブ県 牛  100  100  114,344  
  ヤギ 930*    930  482,081  

  ラクダ    1,243  

  羊    482,081  

    豚       363  

出所：OIE ウェブサイトを元に作成 

注：*羊を含む 
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図 10 口蹄疫の発生状況（2010） 

 

出所： Bogomolov.PL による地図及び OIE ウェブサイトを元にプロマー作成 

 

また、口蹄疫以外の疾病で、加工・輸出産業に影響を及ぼす病気として、皮膚ハエウジ

症（cutaneous myiasis）があり、感染状況の調査が必要とされている。と畜した家畜の皮

の表面は多くの場合傷などのダメージを受けているが、このうち三分の二は皮膚ハエウジ

症による傷で、その結果、平均して皮の半分程度しか使えず、皮革産業にもダメージを与

えている。 

3.2.2 感染症対策 

家畜の感染症対策は、MOFALI の獣医繁殖庁の管轄である。感染症の診断や対策につい

ては、同庁の下にある中央獣医衛生ラボラトリー（State Central Veterinary Laboratory）

が行っている。また、モンゴル農業大学の獣医学研究所が主に中央獣医衛生ラボラトリー

で対応していない病気の調査・研究を行っている。 

中央獣医衛生ラボラトリーは感染症・寄生虫による家畜の病気の診断・検査、モンゴル

から輸出／モンゴルへ輸入される家畜製品及び魚介類の検査と証明書の発行、各県の支部

の研修等を行っている。中央のラボには 53 名の職員がおり、加えて各県に 5～6 名のスタ

ッフがいる。口蹄疫が発生した場合、県レベルではまだ検査ができないため、ソム（郡）

の担当者がサンプルを中央ラボに送り、検査を行う。 

近年、韓国政府等の支援を得て獣医衛生ラボラトリーの機材整備が進められており、こ

こ数年、感染症の診断技術は向上してきている。2000 年に口蹄疫が発生した際は、モンゴ

ドルノド 

スフバートル 

ヘンティー 

ドルノゴビ 

トゥブ 

ゴビスンベル 



平成 22年度自由貿易協定等情報調査分析検討事業 

モンゴルにおける農林水産業と農林水産政策等の調査・分析 

プロマーコンサルティング 

 

33 

ル国内では診断能力がなかったため、ロシアに診断を依頼したが、現在は口蹄疫、鶏イン

フルエンザ、狂犬病などの診断ができるようになっている。 

しかしながら、全体としてモンゴルの獣医学はアジアでも最も低いレベルにあり、全国

には約 750 箇所に家畜診療所があるが18、設備が不足しており、獣医の教育レベルも低い

状況である。2009 年の統計によれば、モンゴルの家畜専門家は 778 名、獣医は 1,748 名

となっており、獣医一人当たり約 2 万 5 千頭の家畜を担当している計算になる。また、こ

れら専門家・獣医の数は年々減ってきている。 

表 14 家畜専門家・獣医の数 

 

  2000 2003 2006 2009 

家畜専門家 1,135  892  821  778  

獣医 2,032  2,009  1,838  1,748  

出所：NSO “Mongolia Statistical Yearbook 2009”を元に作成 

MOFALI の統計によれば 2009 年に感染病予防対策の対象となったのは延べ 3,400 万頭

で、34 億トゥグルグ（約 2 億 3 千万円）の費用を投じている。また、約 90 万頭が何らか

の検査・診断を受けた。さらに、感染症予防ワクチンを受けた家畜は延べ 670 万頭で、こ

れに投じた費用は 12 億トゥグルグ（約 8 千万円）であった。 

モンゴルの家畜は頭数が多く、かつ遊牧のため家畜の登録がしずらく、管理がしにくい

という問題がある。2010 年に策定された「モンゴル家畜プログラム」に基づき、家畜にイ

ヤタグを付ける試みが中央地域の 6 つの県で実験的に行われている。 

3.3 食肉産業19 

3.3.1 食肉生産と輸出 

 生産 

モンゴルの食肉生産は増加傾向にあり、2009 年には約 1 千万頭の家畜をと畜し、26 万

トンの食肉を生産した。生産量で最も多いのは国内消費向けの食肉としてポピュラーな羊

                                                      

18 JICA 提供資料によれば 744 箇所。「モンゴル家畜プログラム」（2010）によれば 751 箇所（2008 年現

在）。家畜プログラムでは、民間の家畜診療所を 2015 年までに合計 60 箇所増やし、さらに公的な家畜保

健衛生所を 338 箇所設置することを目標として定めている。 
19 バルジンニャム・清水・飯澤（2006）「モンゴルにおける食肉流通・市場構造の変化と現状」『農経論

叢』Vol.62 pp89-97 



平成 22年度自由貿易協定等情報調査分析検討事業 

モンゴルにおける農林水産業と農林水産政策等の調査・分析 

プロマーコンサルティング 

 

34 

肉（87,000 トン）で、次いでヤギ肉（76,000 トン）、牛肉（56,000 トン）、馬肉（40,000

トン）となっている。食肉はモンゴル人にとって小麦と並ぶ主食であり、国家統計局

（National Statistical Office-NSO）によれば、2009 年の年間精肉消費量は 1 人当たり

98kg で、前年比 14kg 増となっている。 

 食肉計算に係る係数 

食肉生産量の算出は、毎年 1 月から 12 月にかけて自家消費用にと畜した家畜と市場に

出荷した家畜の数、及び精肉工場でと畜された家畜の数を年末に行われるセンサスで確認

し、これに食肉計算に係る係数をかけて算出する。家畜数については家畜の移動が尐ない

12 月に調査員が各家庭を訪問して目視で確認するため比較的正確性が高いが、と畜数に関

しては自己申告となっている。現在使われている係数は、ラクダ、馬、牛で 0.5、羊で 0.48、

ヤギで 0.43 となっているが、1995 年当時からアップデートされておらず、実情を反映し

ていない可能性がある。近年中に予定している農牧業センサスで係数に関するサンプル調

査が行われる予定である。20 

 

表 15 食肉計算に係る係数 

単位：キロ 

  生体の重量 
係数 

一頭当たり

の食肉の量 家畜 高山地域 森林地帯 草原地帯 ゴビ地帯 全国平均 

ラクダ 436 300 358 444 414 0.50 207  

馬 240 288 237 251 249 0.50 125  

牛 234 273 241 240 247 0.50 124  

羊 37 40 35 41 41 0.48 20  

ヤギ 31 36 32 32 33 0.43 14  

出所：NSO 

 輸出 

モンゴルは 1980 年代までは毎年 4 万トン前後の食肉を主にロシアに輸出していたが、

市場経済化に伴う生産流通体制の崩壊と輸出市場の喪失により輸出は激減し、1990 年代半

ばには 2 千トン台まで落ち込んだ。その後、1990 年代末には 1 万トン台を回復し、2009

年には 1 万 8 千トンを輸出している。内訳を見ると、輸出に関しては牛肉と馬肉がほとん

どである（表 14 参照）。主な輸出先はロシアで、食肉輸出全体の 90％を占めている。残り

の 10％は中国、イラン、カザフスタン等で、中国へは牛肉、ヤギ肉、羊肉、馬肉、イラン

へは羊肉、カザフスタンへは牛肉が輸出されている。また、近年牛肉と馬肉の輸出が大幅

に増加しており、全体として食肉の輸出は増加基調にある。 

                                                      

20 NSO によれば、FAO の協力により 2011 年にモンゴル初の農牧業センサスが実施される予定であるが、

2010 年末時点でまだ資金の目処が立っておらず、実際に実施されるかは不明。 
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モンゴルと中国は正式には衛生食物検疫に関して合意していないが、MOFALI によれば、

2010 年に中国政府との間で食肉輸出に関する非公式な合意を結び、モンゴル政府から許可

を受けた企業に限って中国経由で食肉を輸出できることができるようになったとのことで

ある。これにより、2010 年にヤギの精肉をベトナムに輸出している。ただし、あくまで非

公式な合意であり、いつ正式な合意ができるかについては不明である。 

また、モンゴル食肉協会等の話によれば、近年ヤギ肉の中国への密輸が急増している。

ヤギはカシミヤによって現金収入が得られるため近年頭数が増加しており、これに伴い肉

の生産量も増加している。ヤギ肉はモンゴルでは最も安い部類の肉であるが、中国業者の

買占めにより価格が上昇しており、2011 年の小売価格は前年と比較して 30％程高くなる

見込みである。値上がりにより低所得者が食肉を買いにくくなる等貧困層への影響が懸念

されている。 

図 11 モンゴルの家畜頭数、と畜頭数、食肉生産量及び輸出量 

 

出所：NSO「モンゴル農牧業統計 2009」 
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表 16 動物別食肉生産量・輸出量 

単位：千トン、千ドル 

品目 生産量 輸出数量 輸出金額 

  2007 2008 2009 2007 2008 2009 2007 2008 2009 

牛肉 46.8 56.3 56.2 3.9  4.2  8.7  6,263 8,498 17,668 

馬肉 35.7 38.1 39.9 7.1  6.1  8.6  9,769 10,984 14,464 

羊肉 64.2 72.3 86.8 
0.077* 0.04* **  152 280 **  

ヤギ肉 38.7 47.5 75.5 

副産物 - -  -  1.1  1.6  0.6  756 928 431 

合計 185 214 258 12 12 18 32,563 20,690 32,563 

出所：NSO「モンゴル農牧業統計 2009」を元に作成 

注：*羊肉とヤギ肉の合計、**統計未発表 

3.3.2 食肉の加工と流通21 

 食肉加工企業 

モンゴル食肉協会によれば、モンゴルには精肉企業が 35 社あり、4 社はウランバートル

に、残りの 31 社は地方に所在している。この内、輸出業務を行っているのは 18 社である。

これらの精肉企業に加え、モンゴルには食肉製品加工企業が 100 社程度あり、ハム・ソー

セージ、サラミ、缶詰肉等の生産を行っている。22 

モンゴル食肉協会に所属している企業は現在 60 社程度であり、同協会パンフレットに

記載のある企業は次頁表の通りである。 

  

                                                      

21 1) バルジンニャム・清水・飯澤（2006）「モンゴルにおける食肉流通・市場構造の変化と現状」『農経

論叢』Vol.62 pp89-97 

2) JICA（2005）「モンゴル国食肉加工食品製造技術基礎調査報告書」 

3)モンゴル食肉協会ヒアリング 
22 日本・モンゴルビジネス投資セミナー資料（2009）によれば 123 社。 
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表 17 食肉企業（食肉協会所属企業） 

会社名 

Just Group Erdenet Progress 

Just-Agro Branch Davshilt Trade 

Darhan Mah Expo BC-Mongol 

Bulgan Mah Market Mongema 

Suhebaatar Mah Market Bakamaru-Mongol 

Baganuur Mah Market Hatamsuih Impex 

Dornod Mah Market Sooton 

Uvs Mah Market Baruunmongol International 

Zavhan Mah Market Eviin Huch 

Bayan-Ulgii Mah Market Bagahangai MPF 

Hubsugul Mah Market Hunscomplex  

Selenge Mah Market Shimt-Orgol Cooperative 

Agro-Exo LLC Mon-Vurst 

Taijtrade Group Erdenet Mah 

Hangain Food Hunsnii birj 

Samo Mah Food Technology College 

Samo Institut Meat Production Training Centre 

Mah Impex Haisaar  

Tenger Trade Bun nomin 

Darhan Meat Foods Mon-Tuva 

Mongol Mah Expo Tsogt Travel 

Mah Export Munh Juram 

出所：モンゴル食肉協会 

 

 食肉の加工と流通23 

2009 年の食肉生産量 26 万トンのうち、約 10 万トンが自家消費され、市場に出ているの

は残りの 16 万トンであるが、精肉工場を経由するのはこの内の 3 割に当たる 35,000 トン

から 40,000 トンに過ぎない。これらの精肉工場では、食肉をその他の食肉製品加工企業に

販売する他、自社で加工して国内市場や小売店に出荷、あるいは枝肉としてロシアに輸出

するなどしている。残りはほとんどの場合仲買人が遊牧民から買い上げた家畜の生体をウ

ランバートル市近郊等にあると畜場に持ち込み、と畜場からウランバートル市郊外のフチ

ト・ションホール食料卸売り市場（卸売市場として機能している唯一の市場）を経由して

市場や小売店等で販売される。食肉業界としては、市場に出ている 16 万トンの食肉をなる

べく精肉企業で精肉したいという希望を持っている。 

                                                      

23 1) バルジンニャム・清水・飯澤（2006）「モンゴルにおける食肉流通・市場構造の変化と現状」『農経

論叢』Vol.62 pp89-97 

2) JICA（2005）「モンゴル国食肉加工食品製造技術基礎調査報告書」 

3)モンゴル食肉協会ヒアリング 
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食肉製品加工企業は、原料として使用する食肉全体の 30％を 35 社の精肉企業から、残り

の 70%を市場から調達している。モンゴル食肉協会によれば、食肉製品加工企業には全体

で年間 10 万トンの生産能力と、4 万トンの保管能力があるが、2009 年の食肉加工製品の生

産実績は 2 万 1 千トンとなっており、国内市場を賄う程度の生産能力しかないのが現状で

ある。その理由としては、冬と春は動物がやせることに加え、12 月以降は寒さのため家畜

を追ってくることができず、加工工場が稼動しているのは 7 月末～12 月初旪までのと畜時

期のみであるという季節的な要因と、家畜を仕入れるための資金が不足していること等が

ある。 

 

図 12 食肉の加工と流通 

 
出所：バルジンニャム・清水・飯澤（2006）「モンゴルにおける食肉流通・市場構造の変化と現状」、JICA

（2005）「モンゴル国食肉加工食品製造技術基礎調査報告書」、モンゴル食肉協会ヒアリングを元に作成 

 

 価格安定化政策 

モンゴルではインフレ対策と食肉の安定供給を目的として、政府が 2006 年から食肉の

価格安定化政策を実施している。政府が精肉工場に委託して一定量の食肉を保管し、精肉

工場では食肉が不足した際に政府が設定した価格でこれを販売し、販売量に応じて政府か

ら補助金を受け取るというものである。ただし、MOFALI の担当者によれば、モンゴルで

は農産物の調達や取り引きに関する法律が整備されておらず、卸売り制度もないため、公

正な価格での取り引きができず、あまり効果が出ていない。2009 年末から 2010 年春にか

けて発生したゾドでは多数の家畜が死亡して食肉価格が上昇し、インフレ率の上昇の一因

となった。 

 HACCP（Hazard Analysis Critical Control Point） 

モンゴルでは社会主義時時代の旧国営工場の老朽化した施設でと畜や食肉加工を行って

 牧畜民 

と畜場／精肉工場付属と畜場 

精肉・加工工場 

食肉製品加工企業 

卸売市場 

ロシア等へ輸出 

市場（ザハ）、小売店、スーパー等 
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いるところも多く、と畜場や加工食品の製造工程での品質保持、衛生管理環境の面で課題

が多いと指摘されている。現在モンゴルで HACCP を導入している企業はまだないが、食

肉業界としては 2016 年までに比較的規模が大きい会社数社で HACCP を導入することを

目標にしており、ここ数年は研修やセミナーも多く実施されている。 

3.4 酪農・乳業24 

 生産 

モンゴルでは牛、羊、ヤギ、馬、ラクダの生乳を加工した多種類の伝統的な乳製品があ

り、地方においてはこれらの乳製品が自家生産・消費されている他、都市部では主に工場

で加工された牛乳やヨーグルト等の製品が消費されている。 

生乳の生産量は、ゾドの影響により 2000 年から 2003 年にかけて落ち込んだものの、

2004 年以降は緩やかな増加傾向である。2009 年に最も生産量が多かったのは、牛（330,000

トン）で、次いでヤギ（77,000 トン）、羊（37,000 トン）、馬（50,000 トン）、ラクダ（4,000

トン）となっている。25 2009 年現在、乳・乳製品の 1 人当たり年間消費量は平均 163kg

であるが、都市部と地方では消費量に大きな差があり、都市部での 1 人当たりの年間消費

量が平均 85kg であるのに対し、地方では 262kg と都市部の 3 倍以上となっている。26 

図 13 生乳の生産量推移 

 

出所：NSO “Mongolia Statistical Yearbook 2003,2009”を元に作成 

                                                      

24 トウシンバット・新沼（2008）「市場経済移行に伴うモンゴル農業経営の変化－都市近郊における酪農

経営を事例として－」『農村研究』106 号 
25 NSO「モンゴル農牧業統計 2009」 
26 Mongolia Statistical Yearbook 2009 
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表 18 動物別乳生産量 

単位：千トン 

  2005 2006 2007 2008 2009 09シェア 08-09成長率 

合計 426  450  466  457  494   100％ 8% 

ラクダ 4  4  4  4  4  1% 0% 

馬 42  52  52  46  50  10% 10% 

牛 260  294  308  304  326  66% 7% 

羊 27  32  33  34  37  8% 9% 

ヤギ 94  68  70  70  77  16% 10% 

出所：NSO「モンゴル農牧業統計 2009」 

 

 乳製品加工 

モンゴルではウランバートル市、ダルハン市、エルデネット市の 3 大都市に大規模な乳

製品工場が 8 工場あり、主に牛の生乳を加工した加工乳やヨーグルトが都市部に提供され

ている27。2009 年には、全国の生乳生産量の 4％に相当する 1,900 万リットルが加工乳、

ヨーグルト、チーズ、クリーム等の乳製品に加工されており、加工量は 2007 年から 2 倍

以上に増えている28。一方、ウランバートル市内に出回っている工場で処理された牛乳・

乳製品は 7～8 割が輸入品と言われている29。粉乳、バター、チーズ等をニュージーランド、

ロシア、ベラルーシ等から輸入しており、国内市場はだぶついている状況である。 

モンゴル政府は 2006 年に 2016 年を目標年とした「国家ミルク計画」を策定し、工場で

加工された乳製品の種類と供給量の増加、質の向上等を目指し、ミルク・乳製品生産を促

進するための法的環境の整備、都市部周辺への酪農場の設立、乳製品の加工や包装用の小

型機材・機械の輸入及び生産支援等を行うこととしている。 

3.5 繊維産業 

3.5.1 カシミヤ、羊毛生産と輸出 

 生産 

                                                      

27 トウシンバット・新沼（2008）「市場経済移行に伴うモンゴル農業経営の変化－都市近郊における酪農

経営を事例として－」『農村研究』106 号 
28 NSO「モンゴル農牧業統計 2009」 
29 小宮山（2008）「モンゴル国における集約的牧畜の現状と課題」『日本とモンゴル』116 号 
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モンゴルは中国に次いで世界第 2 位のカシミヤ生産国である30。モンゴルでは 1990 年

の市場経済化以降、家畜の私有化とカシミヤ価格の値上がりを背景にカシミヤ山羊の飼養

頭数が大幅に増加し、2000 年に 3,000 トンであったカシミヤ生産量は 2009 年には 6,000

トンになり、約 2 倍に増加している。一方、社会主義時代の家畜の管理体制や畜産品の出

荷・流通体制が崩れた結果、カシミヤの品質は低下してきている。 

モンゴル産のカシミヤは、中国産と比較して太く長く、強度が強いのが特徴である。ま

た、中国産のほとんどがホワイトカシミヤであるのに対し、モンゴル産カシミヤは寒さに

強い赤ヤギから取れるブラウンカシミヤが多い。また、ヤギの次に頭数の多い羊からは毎

年 2 万トン以上の羊毛が生産されているが、モンゴル産の羊毛は他国のものと比べて太く

て粗いのが特徴で、あまり評価されていない。 

 

図 14 カシミヤの生産量推移 図 15 羊毛の生産量推移 

  

出所：NSO “Mongolia Statistical Yearbook 2003,2009”を元に作成 

 輸出 

生産されたカシミヤや羊毛の大半は最終製品として加工されずに原料として輸出されて

いる。2009 年のカシミヤ生産量の内、81%に当たる 5,200 トンが輸出されているが、その

内 3,600 トンが洗浄カシミヤとして、残りの 1,600 トンがカシミヤ（コームされたもの）

として主に中国に輸出されている。また、2009 年には羊毛生産量の 25％に相当する 5,600

トンが輸出されている。 

カシミヤはキロ当たり 5 万～6 万トゥグルグ（3,000～4,000 円）という遊牧民にとって

は高価な値段で買い取られるため、他の畜産品に比べインセンティブが高く、今後も生産

は増加すると見込まれている。 

 

 

                                                      

30 2005 年の世界のカシミヤ原毛生産量のうち、中国産カシミヤが占める割合が約 71%、モンゴル産カシ

ミヤが占める割合は 15%であった（JETRO（2008）「アジア産業基盤強化等事業（モンゴルカシミヤに

係る認証制度及び品質管理実施可能性調査）」）。 
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表 19 カシミヤ、羊毛、らくだの毛の生産量・輸出量 

単位：トン、千ドル 

品目 生産量 輸出数量 輸出金額 

  2007 2008 2009 2007 2008 2009 2007 2008 2009 

洗浄カシミヤ 

4,938 5,859 6,351 

1,509 1,929 3,577 63,416 77,229 91,677 

カシミア 

（コーム） 
1,784 1,588 1,623 114,277 98,667 68,370 

羊毛 18,174 20,815 22,418 9,130 9,308 5,617 8,445 9,343 4,822 

ラクダの毛 976 1,003 1,026 879 628 1,146 2,408 1,453 2,175 

出所：NSO「モンゴル農牧業統計 2009」を元に作成 

3.5.2 繊維加工と流通 

モンゴル羊毛・カシミヤ協会によれば、現在カシミヤの原料から製品まで加工できる工

場は 13 箇所ある。また、カシミヤ・羊毛の洗浄工場が 20 社あり、これらの 90％には中

国資本が入っている。この他、台湾や中国、モンゴル国内から糸を購入して加工している

企業が 30 社、さらに 5～6 名の小規模な繊維企業が 200 社程度ある。また、羊毛について

は絨毯工場が 2 箇所、フェルト製造会社が 1 社、フェルト加工を行う会社が 40 社程ある。 

現在、モンゴルの繊維産業は中国に大きく依存しており、2009 年に輸出された洗浄カシ

ミヤのほとんどが中国資本が入ったカシミヤ洗浄工場から中国に輸出されているものであ

る。中国が 2003 年に生カシミヤの輸入を禁止したため、中国資本がモンゴルにカシミヤ

洗浄工場を作り、洗浄カシミヤとして輸出するようになったのが背景である。 

カシミヤは誰でも牧民から購入できるようになっており、カシミヤの毛が取れる 3 月～

6 月に中国の仲買人やモンゴルの工場が競って購入しているが、近年は中国の仲買人が高

値で購入するため、モンゴルの工場が原料を買えなくなるという事態になっている。2009

年は中国資本が入ったカシミヤ会社が 3,500 トンを調達し、モンゴルの工場が調達できた

のは 600～700 トン程度であった。このためモンゴルは中国等から糸を輸入して加工して

いる状況である。 

モンゴル政府は国内のカシミヤ産業育成のため、カシミヤ原料（洗浄カシミヤ及び生カ

シミヤ）に 1 キロ当たり 4,000 トゥグルグの輸出税を課してきたが、遊牧民の貧困対策や

密輸防止を目的として、2009 年に輸出税を廃止した。これによりさらに国内工場への原料

供給が減り、製造業に悪影響を及ぼしているという批判もある。 

また、羊毛に関しては年間 6,000～7,000 トンがモンゴル国内の工場で加工されており、

その内訳は絨毯が 2,000 トン、ゲル用のフェルトが 4,000 トン程度である。残りは中国に

輸出されているが、輸出量が減ると国内市場では余剰分を吸収しきれず、尐なくない量の

羊毛が処分されている。一方、関係者の話によれば、ツーリストキャンプや鉱山開発現場
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周辺に立てられるゲル用のフェルトの国内需要が高まっており、今後生産が増える可能性

がある。また、日本やカナダ、イギリス等でフェルトを使った断熱材の開発が行われてお

り、今後こうした技術の開発が進めば、フェルト製品として海外に市場を見つけられるの

ではないかと業界関係者は期待している。 

3.6 皮革産業 

3.6.1 皮革生産と輸出 

 生産 

モンゴルの皮革生産量はゾドの影響により 2000 年から 2003 年にかけて落ち込んだが、

2006 年以降は徐々に回復し、2009 年には全体で 1,270 万枚が生産されている。動物別で

は、ヤギ皮 580 万枚、羊皮 510 万枚、牛皮 500 万枚、馬皮 340 万枚となっている。ヤギ

の皮は羊よりも厚いため、工場での加工に耐えることができ、羊の皮よりも高値で取引さ

れている。31 

モンゴル皮革協会の話によれば、モンゴルでは市場経済化により寄生虫予防が有料とな

ったことにより皮膚ハエウジ症等の寄生虫対策が十分に行われなくなり、原皮に穴が空く

などダメージが生じて問題となっている32。 

図 16 皮革の生産量推移 

 

出所：NSO “Mongolia Statistical Yearbook 2003,2009”を元に作成 

                                                      

31 モンゴル羊毛カシミヤ協会によれば、羊の皮は 1 枚 4,000 トゥグルゥグ、ヤギの皮は 1 枚 20,000 トゥグルグで取引

されている。 
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 輸出 

生産された皮革の大半は最終製品として加工されずに原料（原皮もしくはなめし皮）と

して輸出されているが、現在は原料輸出の 80％以上がなめし皮である。原料の輸出先はほ

とんどが中国で、一部がイタリアに輸出されている。また、モンゴル政府は国内産業育成

のためと口蹄疫の影響により馬以外の原皮の輸出を禁止している。 

3.6.2 皮革加工と流通 

モンゴルの皮革産業は 1980 年代に発展し、重要な輸出産業を形成していたが、市場経

済化により国営工場が倒産し、皮革産業は壊滅的な打撃を受けた。2000 年代に入ってよう

やく復興が進み、原料のみの生産から徐々に半加工品の生産を増やしてきている状況であ

る。 

モンゴルの皮革加工工場はかつての国営工場があったウランバートル市のハンウール区、

トルゴット区、ダルハン市等に集中している。現在モンゴル皮革協会に加盟しているのは

31 社で、この内 5 社が最終製品の加工までを行っている。残りは半加工品（なめし皮）の

製造を行う会社がほとんどである。最終製品加工を行う 5 社のうち、国営工場が民営化し

てできたダルハンニヒ社（毛皮加工）、ブリガ社（靴の半加工品）、シェブロ社（かばん、

服飾類）の 3 社が上場企業となっている。加工のほとんどはなめし皮への加工であり、最

終製品まで加工されている皮革は全体の 10～15%に過ぎない。33 

カシミヤと同様、皮革産業にも中国の影響が大きく及んでおり、現在牧民から原皮を購

入しているのはほとんどが中国の仲買人で、モンゴル人を雇って買い付けを行っている場

合が多い。工場そのものへの中国からの投資はあまり入っていないが、中国の業者がモン

ゴル工場に半加工品（なめし皮）の生産を委託し、中国に輸出して最終製品の加工を行っ

ている状況である。 

皮革業界としては、今後モンゴル国内で最終製品の加工を増やし、日本や中国、韓国に

輸出したいという意向もあるが、現状では気候が異なる日本のニーズに合うような加工技

術はない。モンゴル政府は原皮の輸出を禁止し、皮革加工機械の輸入に係る関税や付加価

値税（Value-Added Tax-VAT）を免除するなどして産業育成を支援しているが、皮革産業

は機械が高額であるため、導入には時間がかかる。また、皮革加工は水と化学薬品を多く

使用するため、皮革加工工場が集中するウランバートル市では工場から出る廃水が問題と

なっており、モンゴル政府の補助により排水処理場の改築が進められている。 

                                                      

33 牛革の 13%、羊皮の 7％、ヤギ皮の 8%（NSO「モンゴル農牧業統計 2009」） 
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3.7 牧畜業の発展を阻害している要因 

モンゴルの牧畜業の発展を阻害してきた主な要因は、社会主義体制の崩壊により牧畜業

の生産・流通基盤が崩壊したことである。家畜の頭数は増加したもののこれを適切に管理

する仕組は失われ、技術は分散し、豊富な家畜資源を有効に活かすための流通経路は未整

備で、製造業も未発達のままである。一方、モンゴルには豊富な家畜資源とそれを可能に

する広大な牧草地があり、今後家畜の管理や防疫体制が整えられ、製造業を中心として生

産・流通基盤の整備が進めば、牧畜業発展の余地は大きいと言える。 

以下に牧畜業が直面している主な課題をまとめた。 

 家畜の健康状態の悪化：市場経済化を機に遊牧に関する技術を持たない人が牧民

化したことや、医療サービスが有料化したことにより家畜の健康状態が悪化して

いる。また、ヤギを中心とする家畜の頭数が増えたことにより牧草地が減り、家

畜の平均体重が減尐している。こうした家畜の質の低下がゾドによる被害を拡大

させるだけでなく、カシミヤ等畜産品の質の低下をもたらしている。 

 防疫体制、家畜医療体制の脆弱さ：モンゴルでは頻繁に口蹄疫が発生しているが、

家畜の管理や防疫体制が不十分である。また、獣医や家畜診療所のレベルが低く、

数も不足している。 

 加工技術の低さ：加工技術が低く、加工設備も整備されていないため、食肉や繊

維、皮革等の畜産資源はほとんどが原料や一次的な加工を施したのみで取引され

ており、付加価値化ができていない。 

 流通インフラと市場の未発達：流通インフラが未整備のため、地方で生産された

家畜原料を効率的に収集することができない。また、農産物や食料品の取引を行

う卸売り市場も整備されていないため、相対取引が多く、適正な価格設定が行わ

れていない。 

  

 

 




